
Ⅱ　調査結果の概要

　１　学校の基本的事項の調査

         表１  　学校数、園児・児童・生徒数並びに教員数（国・公・私立）（各年度５月１日現在）　　

    表２  令和４年度 設置者別学校数（園児数・児童数・生徒数）
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１  幼  稚  園

　幼稚園数は101園（本園101園）で、前年度より1園減少した。
　園児数は7,231人（男子3,654人、女子3,577人）で、前年度より415人（男子227人、女子188人）減少した。
　設置者別にみると、国公立は22園（21.8%）で園児数489人（6.8%）、私立は79園（78.2%）で園児数
　6,742人（93.2%）であった。
　教員数（本務者）は912人（国公立70人、私立842人）で、教員１人あたりの園児数は7.9人であった。

         表３　  幼稚園年度別園数、園児数及び教員数（国・公・私立）

２  幼保連携型認定こども園

　こども園数は110園（本園109園、分園1園）で、前年度より5園増加した。
　園児数は11,971人（男子6,166人、女子5,805人）であった。
　設置者別にみると、公立は6園（5.5%）で園児数541人（4.5%）、私立は104園（94.5%）で園児数11,430人
　（95.5%）であった。
　教員数（本務者）は2,109人（公立86人、私立2,023人）で、教員１人あたりの園児数は5.7人であった。

－　4　－



３　小　学　校

　小学校の学校数は320校（本校312校、分校8校）で、前年度より3校減少した。
　児童数は67,941人（男子34,801人、女子33,140人）で、前年度より893人（男子441人、女子452人）減少
　し、昭和56年度以降42年連続の減少となった。
　教員数（本務者）は5,370人で、男2,203人（41.0%）、女3,167人（59.0%）となり、前年度より16人増加した。
  教員１人あたりの児童数は12.7人であった。

         表５　小学校年度別学校数、児童数及び教員数（国・公・私立）

４　中　学　校

　中学校の学校数は184校（本校182校、分校2校）で、前年度より2校減少した。
　生徒数は35,388人（男子18,207人、女子17,181人）で、前年度より394人（男子82人、女子312人）減少し、
　令和2年度以来の減少となった。
　教員数（本務者）は3,225人で、男1,646人（51.0%）、女1,579人（49.0%）となり、前年度より12人減少した。
  教員１人あたりの生徒数は11.0人であった。

         表６　  中学校年度別学校数、生徒数及び教員数（国・公・私立）

－　5　－



５　義務教育学校

　義務教育学校の学校数は2校（本校2校）で、前年度と同数であった。
　生徒数は47人（男子26人、女子21人）で、前年度より8人（男子4人、女子4人）減少した。
　教員数（本務者）は25人で、男14人（56.0%）、女11人（44.0%）となり、前年度と同数であった。
  教員１人あたりの生徒数は1.9人であった。

         表７　  義務教育学校年度別学校数、生徒数及び教員数（国・公・私立）
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６　高等学校

　（１）　全日制課程・定時制課程
　　高等学校の学校数は79校（公立57校、私立22校）（全日制71校、定時制2校、全定併置6校）で前年度と
 同数であった。
　　生徒数は33,735人（男子17,257人、女子16,478人）（公立22,423人、私立11,312人）で前年度より680人
（男子251人、女子429人）減少し、平成3年度以降32年連続の減少となった。
　　教員数（本務者）は3,107人で、男2,078人（66.9%）、女1,029人（33.1%）となり、前年度より24人減少した。
　  教員１人あたりの生徒数は10.9人であった。

         表８ 　高等学校年度別学校数、生徒数及び教員数（公・私立、全日制・定時制）

　（２）　通信制課程
　　通信制高等学校の学校数は独立校1校（私立）、併置校2校（公立）、協力校5校（公立）で、前年度
　より1校増加した。
　　生徒数は1,572人（男子704人、女子868人）で前年度より98人（男子3人減、女子101人増)増加した。
　　教員数（本務者）は56人（男37人、女19人）で、前年度より1人（男4人増、女3人減）増加した。

７　特別支援学校

　特別支援学校の学校数は18校（国立1校､公立17校）で、前年度と同数であった。
　生徒数は1,740人（男子1,119人、女子621人）で前年度より25人増加した。
　教員数（本務者）は1,119人（男424人、女695人）で前年度より1人（男5人増、女4人減）増加した。
　教員１人あたりの生徒数は1.6人であった。
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８　専修学校

　学校数は34校で前年度より2校減少した。設置者別では、公立1校、私立33校であった。
　学科数は83で、分野別の内訳は、文化・教養関係30、医療関係27、衛生関係8、商業実務関係7、
教育・社会福祉関係5、工業関係3､服飾・家政関係3であった。
　生徒数は3,425人で、医療関係が2,260人で最も多く、続いて文化・教養関係513人、教育・社会福祉関係
252人、衛生関係182人、商業実務関係111人､工業関係104人、服飾・家政関係3人となった。

         表10　 専修学校年度別学校数、生徒数及び教員数（公・私立）
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９　各種学校

　学校数は9校で、前年度より1校増加し、設置者別では、全て私立校であった。
　課程数は14で、服飾・家政関係が7、文化・教養関係が4、予備校が1、外国人学校が2であった。
　生徒数は222人で、課程別では、予備校121人、文化・教養関係97人、
  服飾・家政関係4人であった。

         表11 　各種学校年度別学校数、生徒数及び教員数（私立）

図３ 　各種学校課程別生徒数
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　２　中学校及び高等学校卒業後の状況

 １ 中 学 校

   県内の中学校（国立1校、公立169校、私立16校）を令和4年3月に卒業した生徒数は、11,919人（男子
6,088人､女子5,831人）で､前年度より112人増加した。
   卒業後の状況をみると､卒業者のうち､高等学校等進学者（就職進学者を含む）は11,816人(99.1%)､就職
者（就職進学者を含む）30人(0.3%)､専修学校等進学者21人(0.2%)､左記以外の者及び不詳・死亡の者53人
(0.4%)であった。
   高等学校等進学者と就職進学者を合わせた高等学校等進学率は99.1％であった。
（全国の進学率98.8％より0.3ポイント高い）

   　    表12   中学校卒業後の状況（実数）

         表13　 進学率・就職率の年次別推移（中学校）

 （１）進学者（就職進学者を含む）
     高等学校､高等専門学校等に進学した者（就職進学者を含む）は､11,816人（男子6,019人､女子
    5,797人）であった。進学先内訳は､高等学校全日制11,080人(93.8%)､定時制172人(1.5%)､特別支援
    学校高等部146人(1.2%)､高等専門学校143人(1.2%)、高等学校通信制275人(2.3%) であった。
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 （２）就職者（就職進学者を含む）
     就職者は30人（男子23人､女子7人）で卒業者に占める就職者の割合は0.3％であった。
     就職先を県内・県外別にみると､県内24人(80.0%)､県外6人(20.0%)であった。
     また､産業別では第１次産業3人(10.0%)､第２次産業10人(33.3%)､第３次産業15人(50.0%)､左記以外の者
   2人(6.7%)であった。

 ２ 義務教育学校

   県内の義務教育学校（公立2校）を令和4年3月に卒業した生徒数は、6人（男子2人、女子4人）で､
前年度より1人減少した。
   卒業後の状況をみると､卒業者のうち､高等学校等進学者（就職進学者を除く）は6人(100.0%)であった。
   高等学校等進学者と就職進学者を合わせた高等学校等進学率は100.0％であった。
（全国の進学率98.8％より1.2ポイント高い）

         表15　 進学率・就職率の年次別推移（義務教育学校）
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 ３ 高等学校

     県内の高等学校79校（公立57校、私立22校）を令和4年3月に卒業した生徒数は11,283人（男子5,707
  人､女子5,576人）で､前年度より307人減少した。
    卒業後の状況をみると､卒業者11,283人のうち､大学等進学者（就職進学者を含む）5,521人(48.9%)､専修
  学校等進学者（就職進学者を含む）2,690人(23.8%)､就職者2,815人(24.9%)､ 一時的な仕事に就いた者18
 人(0.2%)､左記以外の者及び不詳・死亡の者239人(2.1%)であり、就職進学者は3人(0.1%)であった。

      表16    高等学校卒業後の状況（実数）
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　    表17 　 進学率・就職率の年次別推移（高等学校）

 （１）進学者（就職進学者を含む）
        大学及び短期大学に進学した者（就職進学者を含む）は､5,521人（男子2,524人､女子2,997人）
     であった。進学先内訳は､大学4,898人（男子2,465人､女子2,433人）､短期大学484人（男子41人､
     女子443人)､その他139人（男子18人､女子121人）であった。
        大学等進学率は48.9％で､男女別にみると、男子の44.2％に対し､女子は53.7％と男子を9.5ポイ
     ント上回った。

　 表18　高等学校(全日制・定時制)卒業者の進学先別進学状況(公・私立、令和4年3月卒業)
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 （２）就職者（就職進学者を含む）
     就職者2,815人（男子1,762人､女子1,053人）､就職進学者3人（女子3人）を合わせた就職者総数は
 2,818人となり､卒業者に占める割合は25.0％であった。
     就職先を職業別にみると､生産工程従事者667人(23.7%)が最も多く、続いてサービス職業従事者
  428人(15.2%)、専門的・技術的職業従事者416人(14.8%)､事務従事者347人(12.3%)等の順となった。
     産業別の主なものでは､製造業724人(25.7%)、公務（他に分類されるものを除く）401人 (14.2%)、建設業
 354人(12.6%)、卸売業・小売業309人(11.0%)､医療・福祉222人(7.9%)等であった。
     また､就職先を県内・県外別にみると､県内就職者が2,033人(72.1%)､県外就職者が785人(27.9%)で
  あった。
     県外就職者を都道府県別にみると､福岡県301人（38.3%）､大阪府77人（9.8％）、愛知県74人（9.4%）、
  東京都71人（9.0%）等であった。
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※構成比は小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも100％とならない



　表20　高等学校卒業者の就職先の都道府県別就職者数（公・私立、令和4年3月卒業）
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